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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜入室状況＞
【入院】
・小泉　絵利子様～東合（任意）
【転出】
・立花　キミ子様～東C6　→　南C206

＜患者様連絡事項＞
・松橋　和大様～父様より直接面会可能かの問い合わせあり。柞木田Dr.へ確認し、許可となっている。

・青木　昭弘様～叔母より、9/4に主治医面談の希望あり。田名部Dr.へ確認し、15：30で調整。特別診察室予約済。堀切様へ連絡するが、つながらず。

・佐藤　道明様～本日昼より、常食（大盛り）へ変更となる。
[bookmark: _GoBack]・磯嶋　茜様～9/4（木）14：00～、長期入院患者調査予定。PSWより連絡が来た際には、本人の送迎をする事となる。

・寺地　啓喜様～本日の採血結果、CK：5932U/L 緊急値。金Dｒ.へ報告。点滴とダントリウム実施
中である事から、そのままの対応で経過観察の指示を受けている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間の開放観察の指示あり。開放観察中、他室入室や他患の私物弄りあり自制できず早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。8：00～20：00までの開放観察指示あり。自室やホールにて静穏に過ごされている。妄想言動あるが不穏・興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。静穏に過ごされている。不穏・興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。開放観察中止指示あり。枕を使用し壁を叩くことあるも、他危険行為
や不穏はなく経過。拘束部位の循環障害や皮膚トラブルはなし。引き続き、症状観
察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・三浦　華菜様～身体拘束中。対面時入院に関する不安言動聞かれ感情失禁あり。傾聴対応にて不穏・興奮には至らず。拘束部位皮膚・循環障害なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜柞木田Dr.診察＞
・佐藤　定子様～本日の心血管造影CT検査結果でよければ西病棟へ転出許可あり。処方変更なし。

・松橋　和大様～本人よりフラツキ訴え有りロドピン50㎎×3→25mg×3に減量になる。精神症状の変化に注意との事。
アルコールプログラムは来週の診察時に意思再確認するとのこと。

・滝田　英人様～腹部X-p所見に異常がなければ、おやつ可の指示有り。その他処方変更無し。右回盲部周辺に大腸ガス像が溜まってきている印象あり。食事はこのまま行くが、おやつは易消化性のもの（ゼリー系）の指示。

・和田　昌様～赤色の皮疹が前腕にも広がっている。タベジール増量。前腕部にロコイド処方。
金曜日に採血指示あり。漢方薬中止となる。

・磯嶋　茜～著変無し。退院支援進めるよう指示あり。処方変更無し。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和7年9月3日　 11：21
  氏　　名：小泉　絵利子（こいずみ　えりこ）様
　生年月日：昭和4214月27日(58歳)
　病　　名：症状性精神病
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　平成27年5月11日に脳梗塞を発症し八戸市立市民病院に入院。同年5月25日リハビリテーシ
ョン目的にて八戸西病院へ転院するが、脳梗塞後遺症として残存。日常生活や社会生活に大きな
支障を来し、さらに人格や行動の変化も顕著であり、粗暴行為や衝動行為が著明となり、警察が
介入する事もあった。精神症状の軽減と精査目的にて平成28年11月29日当院初診し、以後、定
期的に当院への通院を継続し、訪問看護「五福」、ヘルパーが毎日訪問していた。
　令和7年7月下旬頃から転倒する事が増え、頭痛も訴えていた。令和7月9月3日、当院定期
受診となっているが、診察後トイレで立位保持困難となり、頭痛も持続している事から、独居生
活が困難であり、11：21東病棟合併症室へ任意入院となっている。
